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Fire Danger Warning Sign in Japanese（日本語版） 

火災の警告サイン 

山火事の季節に備えて、独自の警告サインを作成します。 

 

０ 序論 

① あなたが作るもの 

SenseHatとRaspberryPiエミュレーターを使用して温度と湿度を感知する早期警告システム

を作成します。 

 

② あなたが学ぶこと 

・外部センサーからデータを読み取ります。 

・データに基づいて決定を下します。 

・ピクセルのグリッドを使用して画像を生成します。 

 

③ 必要なもの 

ア ハードウェア 

Trinketにオンラインでアクセスできるコンピューター 

このプロジェクトを完了するためにラズベリーパイは必要ありません 

 

イ ダウンロード 

オフラインスタータープロジェクト 

bit.ly/mhwarningsign 

 

④ 教育者向けの追記 

完成したプロジェクトへのリンクは次のとおりです 

https://trinket.io/python/d4da2fd69f 

ヒントが記載されたこのプロジェクトのブログ投稿を確認してください。 

 

１ あなたのSENSEHATを使用する 

最初に行う必要があるのは、SenseHatをセットアップして準備を整えることです。 

 

・スタータープロジェクトを開きます 

bit.ly/mhwarningsign 

 

・SenseHatを備えたRaspberryPiがある場合は、Thonnyで新しいPythonプロジェクトを開き

ます。 

・最初の行は、Pythonにバージョン3のPythonを使用するように指示します。 

・オンラインエミュレータを使用している場合、これはすでに入っているはずです。 

 



・SenseHatを使用することをPythonに伝えたいので、最初にSenseHatモジュールをインポー

トします。 

・このコードを追加し、画面上部の[Run（実行）]を押してテストします。 

 

・画面の右側にAstroPiが表示されるかもしれません。 

・AstroPiではなく通常のRaspberryPiを使用したいので、画面の右下にある小さなRaspberr

yPiトグルボタンを押します 

 

・AstroPiは通常のRaspberryPiに変わるはずです。 

 

・最後に、このステップでは、SenseHatを参照するために変数を使います。 

・次のコード行を追加します。 

 

２ センサーの使用 

SenseHatには、温度、気圧、湿度、加速度、振動など、あらゆる種類のものを検出できる一

連のセンサーが搭載されています。 

このプロジェクトでは、温度センサーと湿度センサーを使用して火災の危険性を判断します

。 

 

・まず、SenseHatで測定された温度と湿度を変数に割り当てて、後で使用できるようにしま

す。 



 

・正しい値を取得していることを確認する必要があります。 

・温度と湿度の値を印刷してみましょう。 

 

・プログラムを実行します。 

・ウィンドウの右下に、プログラムの結果を出力するコンソールが表示されるはずです。 

最初の数値は温度で、2番目の数値は湿度です。 

 

・温度と湿度のスライダーを変更します。 

 

・プログラムを再度実行します。 

あなたは新しい出力を得るはずです。 

 

・新しい出力を取得するたびにプログラムを実行しなければならないのは少し面倒です。 

代わりに、常に新しい測定値を取得するために、ループに入れましょう。 

 

注：ループされている行（8〜10行目）は、2スペースだけ前方にに移動しています。 

これは「インデント」と呼ばれ、pythonにこれらの行がループの中にあることを伝えていま

す。 

これらの行をインデントするには、すべての行（8～10行目）をハイライトして、Tabキーを

押します。 

 

３ 火災の危険性を確認してください 



専門家によって測定された実際の火災の危険度には、多くの要因があります。 

2つの重要な要素は「温度」と「湿度」です。  

これらを測定し、危険性があると思われる場合は、ユーザーに地域の消防署に火災の危険性

を確認するように促します。 

 

・気温が20度を超えているか、湿度が50％未満かを確認する必要があります。 

そうである場合は、ユーザーに警告します。 

・ここでコードをテストします。 エラーが発生した場合は、インデントが間違っている可

能性があります。 

 

・これらは控えめな数値であり、多くの誤検知（偽陽性）を示します。つまり、ユーザーに

不必要に警告します。 

このような状況によっては、偽陰性（実際に危険があるのに伝えない）のリスクを冒すより

も、誤検知（偽陽性）を多くする方がよい場合があります。 

この場合、私たちが行っているのは、地域のの消防署で火災の危険性を確認するようユーザ

ーに促すことです。 

  

・リスクが低いときにユーザーに通知するelse文を追加してみましょう。 

・プログラムを実行してください。温度と湿度に応じて「危険」または「低リスク」という

文字が画面上にスクロールするはずです。 

・エラーが発生した場合は、インデントを確認してください。 

 
 

４ ビジュアルアイコン 

メッセージをテキストで表示する代わりに、画像を表示します。 

これにより、ユーザーはメッセージが画面上をスクロールするのを待たずに、明確なメッセ

ージが表示されます。 



2つのアイコンを使用します。1つは「危険」、もう1つは「低リスク」です。 

 

・SenseHatに画像を表示するには、まず色を定義する必要があります。 

「低リスク」の画像を表示するためには、2つの色が必要です。 

緑と白の2色が必要で、これをGとWの文字で表現します。 

 

・色を表すために3つの数字の配列を使用しています。 これらの3つの数値は、赤の量、緑

の量、そして青の量です。 

これは、色のRGB値と呼ばれます。 

コードの先頭にこの定義を追加する必要があります。 

Enterキーを押すと、新しい行を追加できます。 

・＃の後に続く書き込みは、コードへのコメントです。 

これはコーディングには影響しませんが、色が何であるかを思い出すのに役立つかもしれま

せん。 

・2つの色ができたので、画像を作成します。 

SenseHatには64個のLEDピクセルがあり、それぞれに色を割り当てることで画像を生成しま

す。 

ここでは、白地に緑の目盛りを付けます。 

・これを入力する手間を省くために、配列はsnippets.pyで提供されています（画面上部の

別タブにあります）。 

コピー＆ペーストの際には、角かっこを含めることを忘れないでください。 



 

・次に、「危険」のアイコンを作る必要があります。 

このアイコンには、赤、黒、黄が使われています（白はすでに定義済みです）。 

 

・これで、「危険」のためのアイコンを描くことができます。 

これもsnippets.pyのタブにあります。 



 

・今、私たちの努力は報われようとしています！ 

それでは、show_message文を変更して、set_pixelsを使ってアイコンを表示してみましょう

。 

 

・プログラムを実行します。温度が高すぎたり、湿度が低すぎたりすると、危険なサインが

表示されるはずです。 

それ以外の場合は、危険度の低いサイン（「低リスク」）を表示します。 

 

これでひとまず、完成です。 

 

５ チャレンジ 

① 独自のアイコン 

・アイコンを作成するためのコードを提供しましたが、提供されたアイコンを変更すること

はできますか？ 

・ヒント: jumpto.cc/coloursでより多くの色のRGB値を見つけることができます。 

 

② 上級者向けのチャレンジ ハードウェア 

・Raspberry PiとSenseHATをお持ちではありませんか？お近くの図書館にあるかもしれませ

ん。 



・このプログラムをRaspberry Piで作ることはできますか？実際の警告システムとしての有

用性は？ 

・どのようにして精度を上げることができますか？ 

 

③ 上級者向けのチャレンジ 他の危険な気象 

・現在、私たちは気温と湿度を使って火災の危険性を早期に警告していますが、これらの値

は他のことも予測できます。人々が知っておくべき他の危険な気象条件は何でしょうか？ 

人々に警告するために、if文に別のステップを加えることはできないだろうか。 

どのような条件が必要で、その警告はどのようなものになるか考えてみましょう。 

・ヒント: 分岐ロジックの一部として elif 文を使用する必要があります。 

 

おめでとうございます。 

あなたはMoonhack2021にチャレンジし、見事完走しました。 

 

 

 

 


